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いのち～コロナ時代を生きるために～

いま、子どもが危ない！！
第1回

参加
無料

予約
不要

髙橋　司本学 教授 Tsukasa Takahashi

11月24日 火

場 所 ： オンライン講座（YouTube上での動画による講義）
時 間 ： 14時～配信開始

（約90分を予定／途中10分程度の休憩を含む）
全日程

人を支援する場にいる人が
元気でいるために

第2回

西川 友理本学 講師 Yur i Nishikawa

12月 1 日 火

中国の古典に見る養生
第3回

吉井 和夫本学 教授 Kazuo Yoshi i

12月15日 火
オンデマンド配信

法然上人と病
第4回

加藤 善朗本学 学長 Yosh i r o Kato

1月
2021年

12日 火

ラ イ ブ 配 信

ラ イ ブ 配 信

ラ イ ブ 配 信

● 京都西山短期大学2020公開講座は、YouTubeにて配信をいたします。
● インターネット環境があればどなたでもご参加いただけます。
● パソコン、スマートフォン、タブレットからご視聴可能です。

ご参加につきまして

お問合せはこちら

https://bit.ly/31JoAvCYouTube URL ▲ ▲

こちらＱＲコード
は

京都西山短期大学 事務局
受付時間 [平日 9：00 -17：00まで]

電　話 075- 951-0023（代表）
sei zan@ se i zan. ac. jp  メール

もしくは ▲ ▲ YouTube 京都西山短期大学 検索



【経歴】京都西山短期大学 教授・図書館長
【著書】『中国書道全集』（共著 平凡社刊）
／『中国文学歳時記』（共著 同朋舎刊）等
【論文】「蘇東坡と写経」／「蘇東坡と羅漢信
仰」／「蘇東坡と水陸会」等

〒617- 0811京都府長岡京市粟生西条26
TEL.075-951-0023 FAX. 075 - 954 -1637
E-mail. seizan@seizan.ac. jp  https://seizan.ac. jp

学校法人 京都西山学園

　かつて、日本、米国、英国、中国、韓国、台湾の６つの国と地域の子どもと
保育者に対して、ことばの調査を実施しました。その結果、愕然としたこと
は、日本の子どもは「人間」「文化」「自然」に関する質問や疑問が極端に低い
こと。しかも質的、量的にも少ないことが指摘されました。このことは、子
どもにとっての大いなる危機であり、われわれ大人がいま何をなすべきか
について、探っていきたいと思います。

いま、子どもが危ない！！

　コロナ禍においても、それまでと変わらず、児童福祉施設や高齢者施設、
障がい者施設で働く人がいます。各々のお家で、家族の介護や子育て、様々
なサポートを要する人のお世話をする人がいます。様々な理由で、人を支
える立場にとどまり続ける人が、まず元気でいるために、どんなことが助
けになるのか、一緒に考えましょう。
　有償か無償か、仕事か否かにかかわらず、現在人を支える役割を担って
いる人、あるいは今後そのような仕事に就きたいと考えている人へ。

人を支援する場にいる人が
　 元気でいるために

　人が生きていくにあたって、病や老いは常に苦しみのもととされました。
そのため、健やかで長命な人生を手に入れたいとの強い思いが医学や薬
学を生み、多くの人々を救ってきました。私のこの講座では、初めにそれ
らについて説いた中国の主だった古典籍を紹介し、後半ではそうした災
厄から身を守るために中国歴代の文人が実践してきた「養生」について、
いくつかの作品を通して見ていきたいと思います。

中国の古典に見る養生

いのち ～コロナ時代を生きるために～

2020

佛教大学名誉教授／平安女学院大学客員教授
児童芸術研究所主宰
『保育職論』建帛社『乳幼児のことばの世
界』宮帯出版社『児童文化と保育』宮帯出
版社『年中行事なるほどBOOK』ひかりの
くに『子どもに教える今日はどんな日？』
PHP研究所『食で楽しむ年中行事12ヶ月』
あいり出版『ことばの響き・リズムに出合
うパネルシアター』大東出版社 他多数。

児童養護施設に児童指導員として入職。
退職後、立命館大学大学院に入学（応用社
会学）、修了。社会福祉士や介護福祉士を養
成する仕事を経て、2015年度より現職。
支援者や支援職の居場所・当事者研究の場
を複数企画・運営。『基礎と課題から学ぶ
新時代の社会福祉』（共著 ふくろう出版）
『社会的養護』（共著 学文社）等。

本学 教授 髙橋 司

本学 講師 西川 友理

本学 教授 吉井 和夫

　仏教は、人間の避けられない苦しみを四苦としています。すなわち生・
老・病・死として、3番目に病をあげています。
　法然上人もまた、病の苦しみと無縁ではありませんでした。その詳細な
記録が、『三昧発得記』という記録に残っています。
　この講座では、関連資料を読み解き、法然上人の病への向き合い方と、その
中で得られた体験について考察し、withコロナを乗り越える智慧を探ります。

法然上人と病 1964年兵庫県生まれ。
総合研究大学院大学国際日本研究専攻博
士課程終了。博士（学術）。
2002年、鎌倉時代の涅槃図研究で佐和
隆研賞受賞。日本学術振興会特別研究員、
龍谷大学講師を経て2006年から本学教授。
2020年4月より学長。

本学 学長 加藤 善朗

11月24日（火）

12月1日（火）

12月15日（火）

12021年 月12日（火）

第1回

第2回

第3回

第4回

プロフィール

プロフィール

プロフィール

プロフィール


